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Ⅰ．はじめに

　本研究は，北星学園大学短期大学部生活
創造学科の学生グループがSMFトライアル
2010（1）へ出展するために授業のなかで取り
組んだ企画「市電吊り下げクーポン」に関す
る一連の活動を通して得た教育的効果を明ら
かにするものである。
　SMFトライアルは，学生グループが地域
社会の活性化に貢献するアイデアを提案して
その独創性や完成度を競うことを基本コンセ
プトとし，毎年異なるテーマが与えられる。
2010年のテーマは「点を線で結ぶ」となって
おり，活性化が必要な地域を個別に扱わず，
地域と地域，人と人を「繋ぐこと」によって
新たに生まれる振興策を提案することが求め
られた。
　以上の条件から筆者は，この活動を通して
学生が習得するスキルは「社会性」に強く関
わるものであると想定し，それを本研究の主
題と定めた。

　本研究にあたり，学生が習得すると期待さ
れる教育的なねらいを以下の二つとした。
１．社会的機能を持ったプロダクトとしてグラ

フィックデザインが果たす役割を理解する
２．街の活性化のために行う調査，制作，提

案活動などを通して，社会参加意識を高
める

　これをもとに学生を指導し，企画提案活動
の実践を通して期待された教育効果を得られ
たかどうかをアンケート調査により検証する
こととした。

Ⅱ．市電吊り下げクーポン企画に至る
までの経緯

１．ブレインストーミング
　本学科科目『生活創造専門演習（ク）』の
一環としてSMFトライアルに出展するにあ
たり，「点を線で結ぶ」に基づいて受講学生
16名がブレインストーミングを繰り返した。
以下がブレスト初期の主な意見である。

・ 市内の大きな公園を紹介し，複数まわ
って楽しむことを提案する

・ 市内の主な公共施設を紹介し，複数ま
わって楽しむことを提案する

・ 住宅街に埋もれて隠れている名所を発
掘し，紹介する

・ 地下鉄の駅一つ一つを個性化する
・ 公衆無線LANが整備されているポイ

キーワード：グラフィックデザイン教育，吊り下げクーポン，プレゼンテーション
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ントをマップにする
　この時点で学生から出されるアイデアは，
実社会で既に流通している既存のプロダクト
の焼き直しと思われるようなものが多い。引
き続き，議論を促した。
　続いて多く意見が出されたのは，2010年当
時，開通を間近に控えて話題の多かった札幌
駅・大通駅間の地下歩行空間に関するもので
あった。しかし，場所が地下歩行空間に絞ら
れたあたりから，議論が「いかにこの地下歩
行空間を綺麗にするか」という装飾面に集中
しはじめた。例を挙げれば「壁面に絵を描く」

「花を飾る」などである。
　この方向で議論が進むと，本稿の冒頭で挙
げた教育的ねらいを果たすことが難しいと判
断し，担当教員（筆者。以下『教員』）から
以下の指示を出した。学生が陥っていた偏向
的な議論を見直させ，方向転換を促すためで
ある。

・ 「デザイン＝装飾」という先入観を取
り払うこと。

・ その企画によって市民がどのような利
益を享受するのかを明確にすること。
金銭的利益なのか，情報提供なのか等。

　さらにその後の議論の手がかりとするため，
学生各自が「点を線で結ぶ」から連想するキ
ーワードを自由に出し合い，地下歩行空間と結
びつけてアイデアを練る方法を提案した。
　以下が，学生から出されたキーワードと，
そこから発案した企画案の例である。

　「かくれんぼ」
・ 床面に貼られた足跡シールを辿ってい

くと，その先にクーポンやQRコード
がある

　「赤い糸」
・ 赤い糸を引っ張って辿っていくとその

先にクーポンやQRコードがある

　「どこでもドア」
・ 扉を開けたらクーポンやQRコードが

ある
・ 観光客向けにくじ引きの箱を各所に用

意し，次に向かう観光地をランダムで
選んでもらう

　しかしここでまた議論が停滞し，これ以上
具体化の方向に進まない状況と思われたた
め，教員より以下の指示を出し，場合によっ
ては根本から見直すよう指導した。

・ 地下歩行空間のような，これから活性
化することが明らかな場所よりも，現
時点で伸び悩みが顕著で，新たな活性
化策が必要とされるような場所のほう
が望ましいこと。

・ 社会ですでに行われていることの模倣
や後追いでなく，学生の立場にあるか
らこそ発想できる思い切ったアイデア
を目指すこと。少々突飛であるくらい
で良い。

　再度見直したことで新たな意見が出始めた
が，学生はその中から，札幌市電に着目する
ことを決定した。エコロジーを意識した都市
計画が必要性を増す時代ゆえ路面電車は国内
外で注目されているが，そのような状況にも
かかわらず札幌市電の乗客数は伸び悩んでい
ると判断したためである。

２．札幌市電を軸とした企画案検討
　まず，学生が札幌市電に対して持っている
イメージを出し合い，列挙した。以下が主な
意見である。

良いイメージ
・ 運賃が安い
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・ 地下鉄からの乗り継ぎができる
・ ゆっくり町並みが眺められる
・ 貸し切ってパーティーなどができる

悪いイメージ
・ 外から見て，人がいっぱい詰め込まれ

ている感じがする
・ 乗り方がわからない
・ 乗った先に何があるのかわからない

　出された意見からは，学生自身が札幌市電
について多くを知らないこと，また自分たち
と同じように知らない札幌市民が多いであろ
うと想定して，「宣伝不足」を問題視してい
ることが読み取れる。学生も市電に対する知
識不足を再確認し，後に実際に市電を乗り降
りし，沿線の街を歩くなどのフィールドワー
クを自主的に行った。
　これらの情報をもとに，札幌市電を活性化
させる企画について議論した。以下が主な意
見である。

・ 市電沿線にある隠れた老舗の名店を紹
介する

・ 沿線の店で使えるクーポンを配布する
・ 市電の乗り方をわかりやすく示したポ

スターをデザインする
・ 時刻表や路線図をデザインしなおし，

ユーザビリティを改善する
・ 市電の内装・外装をリニューアルする

　ここまでの議論で，乗客を沿線の街（店）
へ誘導し，市電と沿線の活性化につなげるた
めに，市電に何らかの仕掛けを施す必要があ
ることが見えてきた。
　このようにして，市電沿線に散在する店舗
などを「点」とし，それらと市民を繋ぐ「線」
として市電を設定することで，市電沿線市街
の活性化を図ると同時に市電の乗客数増につ
ながる企画を志向するに至った。

　続いてそのための手段を検討するなかで，
二つの案が出た。
　地下歩行空間に対して案を出し合っていた
時点でも多く出た，金銭的利益を提供するク
ーポン券と，情報を提供するQRコード（ウ
ェブサイトへの誘導）である。議論の結果，
より直接的なメリットを提供したいとの考え
から，学生は「クーポン券」を採用した。
　市電に設置するクーポン券は，通勤など反
復移動を目的とした乗客と沿線市街の店舗を
つなぐ役割を担うものであるが，設置した状
態として市電の中で目立つこと・乗車中の誰
からでも手に取れることなどが課題として挙
がった。
　それらを解決する形式を発案するため，車
内で目立ち，かつどの場所に乗っている乗客
からも手に取れる場所を検討したところ，「乗
降口」「窓ガラス」「吊革」などが挙がった。
学生による議論の結果，吊革が下がっている
金属パイプに掛ける形状の「吊り下げクーポ
ン」というプロダクトの素案が固まった。

図１　吊り下げ式クーポン券
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　クーポン本体は厚紙で作成し，型抜き加工
（プレゼンテーションの段階では手作業での
切り抜き）によりパイプに掛かるフックのよ
うな形状が上部に設けられている。（図１）
　表面は学生がデザインしたオリジナルキャ
ラクター「市電くん」を全面に配することで，
クーポン自体をキャラクター化し，乗客の目
を引くことを狙っている。また，市電くん上
部の行先表示幕には，そのクーポンが使用で
きる店舗に行く際に降りるべき最寄り停留所
名が記載されている。裏面にはクーポン券と
しての機能を持たせており，サービス内容・
店舗情報などが記載されている。
　クーポン全体に入るベースカラーはこの時
点で５種類とした。サービス店舗ごとや停留
所ごと，商品ジャンルごとなど，様々なカテ
ゴリー分けのために各色を使用することが想
定されている。
　このクーポン券を中心に据え，市電のラ
ッピングや路線図のデザインで乗客を引き
込む仕掛けを追加した企画を「Streetcar 
Promotion Project」と銘打ってSMFトライ
アルに臨んだ。

Ⅲ．二つのイベントでのプレゼンテー
ション

１．SMFトライアル2010
　2010年９月11日～12日に開催されたSMF
トライアル2010には，北海道大学大学院・北
海道教育大学岩見沢校・札幌市立大学・北海
道情報大学・札幌国際大学・札幌大谷大学短
期大学部・北星学園大学短期大学部の学生有
志８グループが参加・出展した。
　各グループより，街を活性化するための
様々な企画がブース展示とプレゼンテーショ
ンにより提案された。
　本学科チーム「KWB48/3（かーわーべー
さんぶんのふぉーてぃえいと）」は，市電吊
り下げクーポンの特性を視覚的に訴えるた
め，一見して企画の概要が伝わるブースデザ

インを計画した。
　本学科ブースは全体が市電の車内を模した
デザインとなっており，座席を実物大に出力
した横断幕，車窓のように配置したパネル，
実際に吊革とクーポンが吊り下げられた金属
パイプなどによって構成されている。（図２）

図２　SMFトライアル2010に出展したブース

　ブースを訪れた観客には，吊り下げられて
いるクーポンのうち一枚を実際に手にとっても
らい，まだサービスを受けることができないな
がらも進呈することとした。この動作によって，
観客は吊り下げクーポンの仕組みを直感的に
理解することができる。さらに，学生から口頭
でこのサービスの詳細を説明した。
　プレゼンテーションにおいては，沿線の店
舗を実際に訪問して収集したデータをもと
に，吊り下げクーポンによって市電沿線の店
と市電の乗客がつながり，街が活性化するこ
とを訴えた。（図３）

図３　SMFトライアル2010でのプレゼンテーション

　各チーム発表ののち，SMFおよびNHK札



─ 47 ─

グラフィックデザイン教育における社会参加型提案活動の教育的効果に関する研究

幌放送局からの参加者19名からなる審査員に
よる審査が行われた。結果として本学科チ
ームがグランプリと市民賞の二つを受賞し，
SMFトライアル2010は終了した。

２．元気の種コレクション
　SMFトライアルでのグランプリ受賞を受
けて後日，SMFから札幌市への要請を経て，
市役所内の取組成果発表会「元気の種コレク
ション」の場での本学科チームのプレゼンテ
ーションが決定した。
　元気の種コレクション当日に向け，店側か
ら見た動機付けの弱さを補うために，改めて
市電沿線の店舗を訪ねてアンケート調査を実
施し，データによる裏付けを強化することを
教員より指示した。
　質問項目の設定，依頼文書の制作，各店へ
の配布，回答の収集などは全て学生の判断で
行いデータを抽出したところ，結果からは，
吊り下げクーポン企画に対して店側の前向き
な姿勢を読み取ることができた。（資料１）
　2011年２月２日に開催された元気の種コレ
クションでは，上田文雄札幌市長をはじめと
した札幌市職員に対し本学科チーム選抜メン
バー６名が，アンケートの結果を有効に活用
したプレゼンテーションを展開し，市電吊り
下げクーポンの有効性を訴えた。（図４）

図４　元気の種コレクションでのプレゼンテーション

Ⅳ．実用化への取り組み

　元気の種コレクションでのプレゼンテーシ
ョンののち，札幌市交通局の協力により，試
験的実用化への取り組みが開始された。
　最初の打ち合わせが2011年４月15日に開か
れたが，この時点で企画を立ち上げた学生は
既に卒業しており，これ以降の過程において
も活動に参加していない。このような状況で，
試験運用まで教員が行った活動は，自分たち
が考案した「市電吊り下げクーポン」がどの
ように社会で機能したかの情報を当該学生に
提供し，ねらいとする教育的効果をより高め
るための教育活動と位置づける。
　教員が札幌市交通局と協議し，参加意志の
ある企業を募った結果，プロダクト形式の検
討や協賛店との折衝などを担当する代理店と
して，キョウエイアドインターナショナル

（株）の協力を仰ぐこととなった。
　実用化にあたり，コスト面などの問題を
解決するために，様々な形式が検討された。
PET製のポケットを吊り下げ，そこにクー
ポン券を収める案もその一つである。（図５）
この形式は，長期間使用を前提とした場合は
コストダウンとなるが，４ヶ月間と決められ
た今回のケースでは逆に高コストである。

図５　PET製クーポンポケット案

　結果として学生の意向を優先させ，プレゼ
ン当初の形で実現させることが決定した。残
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ったコスト面の問題を解決するために，表面
全面をクーポンとは別のスポンサーの広告ス
ペースとし，本企画は実用化の見通しを立て
るに至った。（図６）

図６　最終案

　そして2011年11月１日から2012年２月29日
までの４ヶ月間限定で，本企画が運用された。
外食から貴金属まで様々な分野に渡る，10店
の参加があった。（図７，８）
　クーポンは発行部数等の制約により，運行
中の市電全30両のうち10両に設置された。

図７　試行期間に掲出されたポスター

図８　サービス開始を報じた新聞記事

Ⅴ．試験運用結果の考察

１．データの分析
　代理店が，試行された４ヶ月間のデータ収
集を行った（資料２）。結果データから読み
取れるのは主に以下のような点である。

１）発行された枚数が3480枚であるのに対し
持ち帰られた枚数が3014枚と非常に多か
ったが，そのうち実際に使用された枚数
は117枚と少ない。

２）⑦三代目百姓一揆の回収枚数が38枚，⑫
麺家さすけの回収枚数が37枚と，外食に
対しては使用された割合が比較的高かっ
たが，唯一回収枚数がゼロであった⑮フ
ィールダイアモンドに示されるように，
貴金属については使用率が著しく低い。

２．特長・利点
　試験運用を経て，吊り下げクーポンという
メディアが持つ性質や利点が明らかになっ
た。以下がそれである。

１）吊り下げクーポンは，隣接する沿線地域
がコミュニティとしてまとまりやすい程
度の範囲に留まるという理由から，長距
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離の鉄道よりも市電や路線バスなどの短
距離交通機関に適している。

２）交通機関の中にクーポンを設置すること
により，サービスを提供する店舗への移
動が半自動的に可能である。

３）乗客がそれまで降りたことのない停留所
で降りることによる新たな消費活動を促
すだけでなく，クーポンそのものが市電
を利用する動機になり得る。結果として
乗客数増加，沿線地域の活性化が期待で
きる。

４）データの分析結果から，外食など単価の
低い商品に対し効果が高いことがわかる。

３．欠点・課題点
　同時に，以下のような欠点も浮き彫りにな
った。

１）クーポンを発行することによって店側が
享受するメリットと，広告料のバランス
が良いとは言えない。これを解決するた
めには，乗客の目を引いて手に取らせる
だけでなく，実際に使用する割合を上げ
ることが不可欠である。
　データ分析から明らかになった使用率
の低さは，クーポン使用のために途中下
車した場合余計な交通費がかかることが
その一因であると考えられる。これを解
決するためには，クーポン使用時に限っ
て乗り降り自由になるなど，市電の運賃
システムにも工夫が必要になる。
　また，吊り下げる際のフック部分の大
きさは金属パイプの太さに準ずること，
設置された状態で目を引く必要があるこ
となどから，クーポン券自体がある程度
大きいものにならざるを得ない。そのた
め，一度持ち帰ったクーポンは財布など
に入れたままにしておくことがしにく
く，これも使用率低下の一因となってい
る。これを解決するためには，最低でも

紙幣サイズまで縮小することが必要にな
る。

２）貴金属など単価の高い商品には適さず，
ほとんど効果が見込めない。

３）長期的に運用された場合，誰がどの時点
でクーポンの残り状況を確認し，補充す
るのかが問題となる。持ち帰り率の高
い，食品などの店のクーポンが早くなく
なり，単価が高く持ち帰り率が低い店の
クーポンだけが残った状態を長く放置す
ると，サービスの質が低下するおそれが
ある。
　試用期間中は，１ヶ月に２回の清掃・
車内吊りポスター差し替え作業の際に補
充されていたほか，代理店の担当者が不
定期に折り返し待機中の車両に乗り込ん
で残り枚数を確認し，補充していた。試
用期間であったためこのような方式で運
用することができたが，正式サービスと
して長期的な運用を検討するならば，補
充作業をシステム化する必要がある。

４）乗る車両によってクーポンが設置されて
いたり，されていなかったりしたのでは
効果が薄い。特に，クーポンを目的とし
た乗車を促すことは難しくなる。

　以上の情報は，学生に対しての事後教育に
活用し，教育的ねらいの実現をより確実なも
のとするための材料とした。
　これをもって教育活動としての「吊り下げ
クーポン」の取り組みは完了とし，当該学生
へのアンケート調査を実施することとした。 

Ⅵ．当該学生が得た教育的効果

１．アンケートの結果
　市電吊り下げクーポンに関する一連の活動
が教育活動としてどのような効果を学生に与
えたのかを検証するため，卒業直前の「元気
の種コレクション」まで活動に深く関わった
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学生６名に対してアンケート調査を行った。
（資料３）
　Ｑ１では，学生がもともと興味のある分野
や，活動を通して手応えを感じた分野が挙が
ることを想定している。以下が主な回答であ
る。

・ 実地調査：実際に目で見て，人と対話
をしながら構想を練っていくことによ
り，より現実的な企画にすることが出
来た

・ 当日のプレゼン：みんなで会場作りを
しつつ他の学校の作品に感動したり，
プレゼンを通して自分たちのアイデア
をたくさんの人に知ってもらうことが
出来てとても楽しかった

・ 企画会議：今までにないことを，どう
やったら実現できるか，それに向けて
どのような準備や調査が必要かなど
を，みんなで協力して意見を出し合っ
ていくのがよかった

・ 企画会議：皆で意見を出し合い，まと
めることで一つの答えが出ることが楽
しかった

　多かったのは６名中３名が挙げた「企画会
議」であった。
　Ｑ２では，学生がもともと興味がない分野，
今まで避けてきた分野などが挙がることを想
定している。以下が主な回答である。

・ チーム内の協調性があまりなくて，モ
チベーションの違いからみんなで一つ
のことをするのが大変だった

・ 自分たちがやりたいことと，実際にそ
れを使う人に必要とされていることを
リンクさせて考えることが難しかった

・ 忙しいお店の方に趣旨を説明する時
も，短くかつわかりやすく説明するの
が大変だった

・ アンケートに快く答えてくださる方ば
かりではなく，ただ黙って追い返され
ることも多かったので，量を用意する
のに苦労した

　６名中３名が「店に対するアンケート調査」
を挙げている。
　Ｑ３は，この活動を通して大きく成長した
能力と，それほど成長が感じられなかった能
力の傾向・分布を読み取ることを目的として
いる。
　以下が，回答者に提示した５項目である。

イ）調査能力
ロ）企画力
ハ）デザイン力
ニ）プレゼンテーション能力
ホ）コミュニケーション能力

　これに対しての回答から傾向を導き出すた
め，第１位：５pt，第２位：４pt，第３位：
３pt，第４位：２pt，第５位：１ptでポイン
トに換算し集計した。以下がその結果である。

第１位　ロ）企画力 24pt
第２位　ホ）コミュニケーション能力 21pt
第３位　イ）調査能力 18pt
第４位　ニ）プレゼンテーション能力 17pt
第５位　ハ）デザイン力 10pt

　最も力がついたと学生が感じているのは
「企画力」，続いて「コミュニケーション能力」
であった。
　Ｑ４は，今回の活動を通して社会に対する
意識の変化，特に社会参加意識の向上が見ら
れたかどうかを読み取ることを目的としてい
る。以下が主な回答である。

・ 今回の企画を通して自分達の力で少し
でも社会を変えていけるということを
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知り，さまざまな事に興味を持つよう
になりました

・ なんの影響力もない学生でもやる気次
第で社会を動かせる，新しいものを生
み出す＝私達の生活を変化させる力が
あるということを学ばせてもらえまし
た

　６名中４名が「自分たち学生が考えたアイ
デアを社会が受け入れ，多くの社会人が協力
してくれた結果この企画が実現し，多少なり
とも社会を動かすことができたことに驚きと
感謝の気持ちを持っている」という主旨の回
答を寄せた。
　Ｑ５は，一連の活動を終えて成長した状態
で経過を振り返り，反省点と改善案を挙げさ
せることで，今回の企画で身についた能力の
内容と成長の度合いを読み取ることを目的と
している。以下が主な回答である。

・ デザイン面の雑さが見えるので，一つ
一つの作品のクオリティを上げたい

・ 今度は経営者の側からどのように消費
者に利用してもらえるかを考えたい

　内容に顕著な傾向はみられなかったが，６
名中２名が「グループワークにおけるモチベ
ーションのばらつき，作業や責任の分担が不
十分なためにグループ内に漂う不公平感」を
挙げている。

２．考察
　Ｑ１の結果からは，学生が企画会議に手応
えとやりがいを感じていたことが読み取れ
る。学生同士が話し合い，多くのアイデアを
集め，最終的に一つの企画案にまとめあげて
いく作業が学生にとって新鮮かつ有意義な経
験になったと考えられる。
　Ｑ２の結果からは，学生にとって，社会人
と渡り合っての交渉やデータ収集は慣れない

作業であり，苦痛であったことが読み取れる。
その一方で，この活動を通して調査能力が鍛
えられたことの表れとも言えるであろう。
　Ｑ３の結果からは，アンケート調査や社会
人との交渉で得たデータを基に企画を立案す
るまでの過程に対し，手応えを感じているこ
とがわかる。一方，「デザイン力」が最も低
いという結果は，この活動において「作る」
過程に対する比重が高くなかったことを示し
ている。
　Ｑ４の結果は，明らかに学生の社会参加意
識の向上を示している。自分たちが考えたア
イデアの実現に向けて協力を惜しまない多く
の社会人の存在を知ってからは，普段の生活
でも社会を見る目が変わり，自分を社会の一
員として捉えるようになったことがわかる。
　Ｑ５の結果から読み取れるのは，この活動
を通して各学生が身につけた能力の多様さで
ある。あらかじめ役割分担がなされたうえで
活動していたこともあり，それぞれの問題意
識は主に自分が担当した分野に注がれてい
る。その反動として，グループ内のモチベー
ションの差や不公平感が反省点として挙げら
れたものと考えられる。
　全体を通してアンケートの結果に見られる
傾向は，グラフィックデザインを学ぶ学生で
ありながら作ることだけにとらわれず，グラ
フィックデザインによって生み出されるプロ
ダクトが果たす社会的機能を開発する部分に
やりがいを感じていたことである。
　学生がこの活動以前に取り組んでいたのは
主に個人制作であり，かつ単独の媒体を想定
した実技課題であった。そのため今回の活動
では多くが初の経験となり，特に学生を刺激
したのが企画会議であったと考えられる。
　また，企画の前提として実社会を意識する
ことが求められたため，プレゼンテーション
や試験運用へ向かうプロセスを経て，明らか
に学生の社会参加意識が大きく向上してい
る。
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Ⅶ．まとめ

　以上，学生によるブレインストーミングか
ら４ヶ月間の試験的実用化までの流れを追い
ながら，社会に対しての企画提案活動が学生
に与える教育的効果について考察した。
　まとめとして，本研究における教育的なね
らいのそれぞれについて，学生に対し効果が
みられたかの検証をしたい。

１．社会的機能を持ったプロダクトとしてグ
ラフィックデザインが果たす役割を理解
する

　これについては，企画会議で様々なアイデ
アを出し合ったり，沿線市街の店に対してア
ンケート調査を行ったりといった活動や，試験
的に運用され，実際に社会で機能する様子を
見ることなどを通して，自分たちが創出したプ
ロダクトが社会においてどのような機能を果た
すのかを，学生が十分に理解できたものと考
えられる。アンケート結果にも「今度は経営
者の側からどのように消費者に利用してもらえ
るかを考えたい」などの形で表れている。

２．街の活性化のために行う調査，制作，提
案活動などを通して，社会参加意識を高
める

　学生が普段の生活のなかで社会の仕組みや
問題点を意識することは通常多くない。今回
の活動で当該学生は，対象となる店舗に実際
に飛び込んで生の声を聞くことや，札幌市長
に直接プレゼンテーションをすることなど，
自分たちが主体的に社会に関わっていく実感
が得られる経験を多く積むことができた。そ
れによって社会参加意識が向上したことは明
らかである。なお，その傾向がアンケート結
果にも明確に表れていることは，前項でも指
摘した通りである。
　よってこれら一連の活動が，学生に対し一
定の教育的効果をもたらしたということを，

本稿の結論としたい。
　しかし，教員側から見た教育活動としては
指導上の反省点もある。特に，役割分担が不
完全なまま作業が進んだことは，多くの学生
に不満を抱かせる原因となった。作業や責任
を配分する段階で，より具体的な指導が必要
であったと思われる。
　試行期間の終了をもって，教育活動として
の吊り下げクーポン企画は区切りを迎えた
が，札幌市交通局では現在もサービス本格稼
働について議論が重ねられている。吊り下げ
クーポンという新しい媒体の持つ可能性につ
いても検証を行うため，関わった学生と連携
して活動を継続したい。
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  ［Abstract］

Research into the Educational Eff ects of a Public Proposal Activity 
in Graphic Design Education: The Process and Considerations 

Behind the “Streetcar Hanging Coupons” Student Project Proposal

Daisuke KAWABE

 This paper clearly shows the kind of educational effects brought about in graphic design 
education by students proposing an idea towards wider society. In September 2010, a group 
of students from Hokusei Gakuen University Junior College, Department of Life and Creative 
Sciences proposed a plan called “Streetcar Hanging Coupons” at the “SMF Trial 2010” 
competition. By means of a questionnaire on the process from proposal to trial venture, this 
research was able to determine that the process had the eff ects of making students reappraise 
society and impressing upon each of them their position as a member within it.

Key words ： Graphic Design Education, Hanging Coupons, Presentation


